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       伊 東 ワ イ ズ メ ン ズ ク ラ ブ  ４月号会報 
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ＯＣＴ,４,１９７６ 

＊会長主題“まず自分が楽しく、そしてワイズも楽しく”“To make me happy is to make Y's happy” 
            会  長 末吉逸男  Ａ副会長 牛田 俊夫  書 記 稲葉富士憲  幹事 久保田康正 

            直前会長 佐野 淳  Ｂ副会長 宮本 敏一  会 計 浜野 健治    

            次期会長 野村慶和  Ｃ副会長 久保田康正  副書記 山 田 誠    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御殿場クラブ創立２０周年記念例会 

今 月 の 聖 句 
 わたしのために人々があなたをののしり、又迫害し、 

 あなたがたに対し偽って様々の悪口を言う時には、 

 あなたがたはさいわいである。喜び、よろこべ、天に 

 おいてあなたがたの受ける報いは大きい。 
       マタイによる福音書 第５章 第11節～第12節

４月誕生日おめでとう 

  ７日 佐藤 諭君     ８日 稲葉富士憲君 

 １４日 牛田俊夫君    １４日 戸田 忠春君 

 メネット 

 １２日 宮本玲子さん   １７日 鈴木いづみさん 

 ２２日 戸田のり子さん   

４月結婚記念日おめでとう 

  １日 原  充君    ２日 梅原敬二君 

  ２日 田辺寛司君    ２日 山田 誠君 

  ８日 稲葉信一君   ２９日 末吉逸男君 

４月例会プログラム 第３５６回 

 と き：４月１０日（月）６:３０ｐｍ～９:００ｐｍ 

 ところ：暖香園 ル・オール会議室 

 受 付 石川 騰君・原  充君 

  〃 （ビジター） 鈴木芳男君 

 司 会 田辺篤志君 

 ＊開会の言葉            堀 田 和 宏 君 

 ＊ワイズの信条           鈴 木 章 弘 君 

 ＊ワイズソング           一 同 

 ＊会長挨拶             末 吉 逸 男 君 

 ＊誕生・結婚祝           親 睦 委 員 会 

 ＊食事〈食前の感謝〉        堀 口 正 作 君 

 ＊スマイル             親 睦 委 員 会 

 ＊委員会報告            各 委 員 会 

 ＊卓話               稲 葉 秀 一 氏 

 ＊私のコーナー           塩 谷  浩 君 

 ＊出席率・スマイル報告       担 当 委 員 会 

 ＊閉会の言葉            鈴 木  敦 君 

 

３月例会報告 在籍者    ３７名（シニア１名） 出席者   ３５名 出席者総数    ４０名

メネット   ０名 コメット   ０名 シニア    １名 ゲスト    １名 ビジター   ３名

出席率   ９７％ メーキャップ   ０名 修正出席率   ９７％ ＢＦ現金     ３５,０００Ｐｔ

スマイル報告    ３５,０００円 ＹＭＣＡ基金         ０円 ＢＦ切手           Ｐｔ

スマイル累計   ３２０,０００円 ＹＭＣＡ基金累計  ９５,０００円 ＢＦ累計    ２１１,０００Ｐｔ

＊例会日時：毎月第２月曜日 ６:３０PM～９:００PM 例会場：伊東暖香園 ル・オール会議室 TEL３７－００１１(代) 

＊クラブ事務所 〒414-0033 伊東市馬場町１丁目１番２号（ＹＭＣＡ伊東センター）TEL(0557)３６－２４４２番 



 
＊国際会長主題“求めるワイズから行動するワイズへ”“Be Y'smen in Deed not Y'smen in Need”

御殿場クラブ二十周年記念例会 

                  稲葉富士憲

東山荘に定刻 1 時半より早めに着いた我ら伊東ワイズの面々

は、もうすぐパーティーでたらふく飲んだり食べたりできると

いうのに、「腹が

減った」との言葉

を残して、いつも

のそばやへ向かう

グループとすぐ近

くのイタリアンレ

ストランに向かう

グループに分かれ 
                    た。僕はといえ

ば、パーティーで元をとるために、グーグー騒ぐ腹をさらに飢

餓状態に置こうと、その辺を散歩することにした。近くの東山

湖の回りを歩いていると、釣り人のさおが U 字型にしなり、大

きな魚が水面に背びれを出して右へ左へと泳いでいる場面に出

くわした。少しずつリールを巻き、手元に来たところを、たも

ですくう。40ｃｍから 50ｃｍはありそうな虹鱒だ。チャンチ

ャン焼きか切り身にしてムニエルがいいですよと心の中でつぶ

やいていると、釣り針を虹鱒の口からはずした釣り人は、何事

もなかったように、えものを水中に放してしまった。魚は食べ

るもの、という、いたって常識的な考えの持ち主である私に

は、人ごととはいえ、なんとももったいない光景である。釣る

方は釣っても放しちゃうし、釣

られる方は餌の付いていない疑

似餌で釣られるし、何だか八百

長くさいと思うのは私だけでし

ょうか。簡潔かつ厳粛な記念例

会の後、いよいよパーティーが

始まった。伊東ワイズの諸先輩

は、すでに出来上がっており、 
料理に手を出そうともしない。ここで私が立ち上げらなけれ

ば、伊東ワイズは惨めな敗北を

喫して帰らなければならない。

悲壮な決意で料理に向かった私

は、こちらの海鮮サラダ、そこ

のステーキ、あちらの寿司と手

当たり次第皿に載せ、片端から

食べまくった。しかし、私 1 人 
              のがんばりも限界がある。あっ

という間に料理はそこを付き、伊東クラブの割り勘負け（登録

費負け）は決定したのであった。私のがんばりは、チームが最

下位に沈む中 1 人成績を残した、昨年の大リーグマリナーズで

のイチローの活躍と同じだ、と思うのはやはり私だけでしょう

か。そうこうしているうちに、御殿場の国際友好協会（本当の

名前は忘れました）の女性会長がオリエンタルダンスなるもの

の紹介を始めた。トルコ、アラブ、中東諸国を発祥の地とする

民族舞踊で、なにやらありがたく、芸術的なダンスであるらし

い。踊るのはトルコのダンサーとのこと。私はトルコ国との友

好のために、厳粛に気を引き締め、ダンサーの一挙一動をも 

見逃さないよう身構えた。そこ

へ、暗くなった照明の下、何本

もの火の付いたろうそくがささ

った蜀台を頭に載せ、ダンサー

が体をくねらせながら登場し

た。たっぷりとした民族衣装の

せいで体の線は何だかよくわか

らない。やたらに体を動かす

が、ろうそくが消えないことを

アピールしたいらしい。が、ひ

としきり踊るとすぐに引き上げ 
てしまった。これではトルコ国

との友好は果たせない、もっと 
あなたのことが知りたい、と思っていると、今度は首から足ま

でらせん状の衣装を纏って登場してきた。その衣装でくるくる

くる回ると、らせんの間から、なにやら偉大な芸術作品が見え

隠れする。「そんな衣装とっちまえ」とだれかが叫んだ。そん

な下品な野次はやめたまえ、これは芸術だ、トルコ国との友好

だ、と私は心の中でつぶやいたが、どうも、「そんな衣装取っ

ちまえ」と言ったのは自分らしいと、もうろうとする意識の中

で気が付いた。そう、私の中にはもう 1 つの人格が芽生えたら

しい。突然、そのトルコ国から来た女性は、らせん状衣装を取

り去った。胸の偉大な芸術作品を、刺繍で彩った色彩豊かな布

が下から支えている。腰から下は切れ目の入った、やはり色彩

豊かなスカート。腰と偉大な芸術作品の間には、白い肌と、底

なしかとも思える深いへそが見えている。「イナバウアーやっ

てくれ」ともう 1 つの人格がどなる。イナバウアーをしたと

き、あの偉大な芸術作品はどのような形状をするだろうか。布

を飛び出しはしまいか。そのときには、トルコ国との友好のた

めに、私が体を張って飛び出さないよう押さえてやろう。ま

た、偉大な芸術作品を支える布にも興味がわいた。あのように

強烈に揺すったとき、巨大な重量を支える布には、震度６の地

震に匹敵する力がかるのではないだろうか。厳密な構造計算を

した上であの布は設計されているに違いない。姉歯建築士を弟

子入りさせるべきだ。次から次へと沸く疑問と驚きは、はるか

なトルコ国に対する強烈なあこがれと尊敬の念を私のうちに芽

生えさせた。偉大な芸術に触れたとき、人は謙虚になり、無意

識のうちに祈りを捧げるという。私は、知らず知らずダンサー

に向かって頭を下げ、パンパンとかしわでを打っていた。他の

人達は、気前よくも千円札のお賽銭を偉大な谷間に差し込んで

いる。私たちは、偉大な芸術作品のみが持つ神性に共感し、そ

の共感によって友情を確かめ合ったのであった。御殿場ワイズ

二十周年記念例会はこうして終わった。富士山部ワイズとの親

睦だけでなく、遠く、トルコ国とも親しくなったように錯覚し

た 1 日であった。 

＊東日本区理事主題“親睦・奉仕 新しいワイズダムのすすめ”“Friendship and Service for a New Wave in Y'sdom” 

  

トルコ国のおどり 

原充 Y's 堀口 Y's 久保田 Y's 梅原 Y's 

末吉会長 田辺 Y's 

稲葉書記 牛田 Y's 

沼津クラブ元会長となかよく田辺 Y's 野村 Y's 

 



 
＊ ア ジ ア 会 長 主 題 “行動するリーダーになろう”“ L e a d  b y  Y o u r  A c t i o n ” 

“富士宮クラブ１０周年式典に参加して” 
                   野村慶和 
日時 平成１８年３月２８日（火）ＰＭ６：３０～ 
場所 「パテオン」 
 朝から天候に恵まれ晴れて暖かく各地で桜開花のニュースが

流れ、いよいよ春全開と成りました本日富士宮ワイズメンズク

ラブ１０周年式典へ開会時間に合せ伊東を出発。佐野直前と久

保田Ｃ副会長は親睦ゴルフコンペに参加した為我々がパテオン

に着き登録を済ませるとすでに席を確保して向えてくれまし

た。式典は富士クラブと

の合同例会で出席総数１

２０名と多数参加、開会

点鐘は石川富士宮クラブ

会長、矢部富士クラブ会

長挨拶と続き、そしてゲ

ストの祝辞の中チャータ 
  祝辞を述べるＹＭＣＡ理事長   ーから１０年間の歩みを混

え新たなる発展にエールを送られました。想い出しますと富士

宮クラブと言えば「クワガタ事業」「会合は大雨強風になる」

「焼きそばで街おこし」と富士山部の中でもユニークな存在の

クラブではないでしょうか。ゲスト卓話に横浜ＹＭＣＡ総主事

の山根誠之氏が「ＹＭＣＡとワイズメンズクラブについて」を

話され、空腹感が出た頃富士クラブ樫村好夫Ｙ'ｓの乾杯で懇親

会の開宴となりその後、１０周年の歩みをスライドで、記念事

業紹介、寄付、ゴルフコンペの成績報告等にて盛り上がり終宴

となりました。ホテルを出ると冷たい雨でしたが、体の内より

暖めた為気持ち良く伊東への帰路となりました。末吉会長以下

９名の参加、遠くまでの出席協力大変ご苦労様でした。 
 
 
 
 
 
 

メネット親睦会を花八季にて開催 
                  例年よりちょっと遅め 

                  になりましたメネット 

                  会が河津桜の満開にな 

                  った３月８日に伊東の 

                  割烹旅館『花八季』に 

                  て開催されました。参 

                  加人数は今年はちょっ 

    味わいの宿花八季      と少なめで１５名でし 

たがこじんまりとして和気藹々なムードで宴会が始まりまし

た。初めに会長と書記の挨拶及びメネット達の日頃の会への活

躍、貢献に感謝の意を表し、これから開催される第１０回東日

本区大会への協力をお願いされました。宴会が始まるとさすが

に有名な割烹旅館だけあって次から次へと作りたてのお料理が

運ばれてきました。１つ１つのお料理が丁寧に作ってあり、先

付、お造り、天麩羅は勿論のことサザエのエスカルゴ風とかア

ワビのフランス風、そして勿論牛肉のステーキも出て最後のデ

ザートまで手の込んだお料理ばかりで皆さん大満足の様子でし

た。また、途中で恒例のビンゴゲームをはさみそれぞれ綺麗な

お花のお土産を頂いて楽しい宴会でした。ちょっと時間があり

そうでしたのでお喋りが足りない方はジョナサンで二次会を提

案しましたところ殆どの方が参加されて別腹のイチゴパフェな

どのスイーツを頂きながらまたまた話が盛り上がりました。今

回参加できなかったメネットの皆様も次回は是非参加してみて

ください。本当においしくて楽しくてお得ですよ。又、この度

メネット会を補助して下さいましたワイズメンズクラブ様に感

謝とお礼を申し上げます。 

               末吉正子メネット 

２００６年度 委員会構成 
  会長 野村慶和、直前会長 末吉逸男、次期会長 小川幸一、Ａ副会長 浜野健治、Ｂ副会長 向井信男、 
  Ｃ副会長 山田誠、書記 鈴木章弘、副書記 榎本 博、会計 佐藤 諭、幹事 久保田康正・佐野 淳、 
  監査 梅原敬二・原 昭三、ＹＭＣＡ理事 久保田康正・佐野 淳、ＹＭＣＡ伊東センター所長 宮本敏一 

 委 員 長 副 委 員 長 委     員  委 員 長 副 委 員 長 委  員 

プ ロ グ ラ ム 田 辺 寛 司 堀 崎 龍 夫 植松恵一郎 Ｃ Ｓ 鈴 木 隆 夫 泉  忠 明 佐竹幹雄 

Ｉ Ｂ Ｃ 原   充 堀 口 正 作  
会 報 稲葉富士憲 橋 場  徹 

榎本 博・田辺篤志

山本昌輝 

ド ラ イ バ ー 牛 田 俊 夫 石 川  騰 梅原敬二・小川幸一

ＥＭＣ会員

選 考 訪 問
原  昭 三 梅 原 敬 二

小川幸一 

末吉逸男 

親 睦 鈴 木  敦 久保田康正 佐野 淳・原 昭三 広 報 堀 崎 龍 夫 塩 谷  浩  

文 献 管 理 佐 野  淳 牛 田 俊 夫 榎本 博 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ 

青 少 年 
鈴 木 芳 男 稲 葉 信 一 

飯田 進・及川泰広

堀田和宏・宮本敏一 会 則 堀 口 正 作 田 辺 寛 司  

Ｂ Ｆ 戸 田 忠 春 塩 谷  浩  ドッジボール 久保田康正 宮 本 敏 一  

  

＊富士山部長主題“ワイズ諸君！初心に還ろう！”“Y'smen！Recall Begining Spirit” 

 



 

▼ 出席第一・奉仕・時間厳守・親睦 ▼ 

運営委員会だより 

※執行部、部、区よりの連絡報告協議事項 

＊３月８日花八季にてメネット懇親会を参加者１５名で開催 

＊３月１５日ボーイスカウトに助成金５万円を事務局の大宮さん 

 に渡しました 

＊３月１８日(土)御殿場クラブ２０周年記念式典に１０名で参加 

＊３月２８日(火)富士宮クラブ１０周年記念例会に９名で参加 

＊伊東少年少女合唱団より発表会の案内とチケット購入依頼がき 

 ています 

＊第９回東日本区大会（仙台）の参加者は現在２７名です 

 大型バスを予約済 グローリークラブの１２名も同乗予定 

※委員会タイム 

＊プログラム・・・４月例会の卓話者は玖須美財産区区長稲葉 

 秀一氏です 

＊親   睦・・・東日本区大会に於ける親睦事業は現在検討中 

＊Ｃ   Ｓ・・・５～６月に松川河川敷清掃を行う予定です 

＊Ｉ Ｂ Ｃ・・・４月１３日～１６日台湾新生クラブを会長他 

 ３名で訪問致します 

＊ＥＭＣ会員選考訪問・・・第２回セミナーを３月２３日 

 出席者１５名で開催しました 

＊そ の 他・・・次々期会長に小川幸一君が承認されました 

３月例会だより 

  ３月例会は井手智典君の司会で始まり、山田誠君の開 

 会の言葉、佐藤諭君のＹ'ｓの信条、ワイズソングと続き

 末吉会長挨拶では御殿場クラブ２０周年記念、東日本区 

 大会には多くの参加をよろしくとの事。ゲストに川奈ホ 

 テル社長丸山貴生氏、ビジターに熱海クラブ青木会長、 

 安田直前会長、下田クラブ相馬書記の紹介がありました。

 親睦委員会に依る誕生、結婚祝い、戸田忠春君の食前の 

 感謝で楽しい食事となった。委員会報告では、久保田康 

 正君より東日本区参加者２８名、田辺寛司ＥＭＣ委員長 

 よりＥＭＣセミナーを３月２３日に、橋場ＹＭＣＡ青少 

 年委員長よりＹＭＣＡスキー教室決算報告、佐藤会報委 

 員長は３月号より会報のカラー化、梅原ＩＢＣ委員長は 

 台湾訪問１３日より３泊４日、梅原次期東日本区実行委 

 員より会場がハトヤに決定、親睦委員会より３月で退会 

 する井手君の送別会をビックリ箱で、次期野村会長より 

 各委員長の報告がありました。熱海クラブ青木会長より 

 ドッジボール大会を行い、お礼の言葉があり、親睦委員 

 会に依るスマイルがあり、今月の卓話は丸山貴生先生 

 戦後の発展とジェネレーション、日本経済の発展途で、 

 上順次ヒットした商品やこれからなにをヒットさせるか、

 日本人の平和意識、戦後教育、道徳心の欠如、今の日本 

 社会でこれは変ではないか間違っていないかと思われる 

 事が種々あると思うとの事等でした。私のコーナーでは 

 堀口正作君が健康維持には歩く事が一番であり、山歩き 

 をしよう登頂の感激と自然の美しさを愛でる事が出来、 

 一挙両得であるとの話しでした。塩谷君の出席率、榎本 

 君のスマイル報告。鈴木隆夫君の閉会の言葉で終了しま 

 した。           会報委員会 泉忠明 記 

４月例会卓話者 稲葉秀一氏 

演題「玖須美区小史」－我が家の系譜と玖須美の関わり－ 

プロフィール 略歴 明治大学政経学部卒業と同時に 

㈲ 角屋（酒屋）を継承以後、市立南中ＰＴＡ会長、伊東 

高校同窓会長、同高野球部ＯＢ会長、玖須美財産区議長等 

を歴任、平成２年より玖須美区長 

第２回ＥＭＣセミナー開催  ＥＭＣ委員長 田辺寛司 

３月２３日（木）、ル・オール特別会議室において、メンバー 

１５名の参加でセミナーを開催しました。ケーキとコーヒー付と

いうことで、晩酌組のメンバーにとっては苦痛の２時間と思いま

したが、全員熱心な討論をしていただき感謝しています。今回、

「クラブの会員増強を考える」をテーマとして、先ず東日本区の

ＥＭＣの現状を説明し、本題の伊東クラブのメンバーシップにつ

いて意見交換をしました。会員減少に伴うクラブへの影響を考え

ると、先ず地域奉仕活動、空き缶清掃、松川清掃などに参加者の

減少。青少年育成事業、スキー、キャンプ、ドッジボールなどに

今まで通りの予算が取れなくなる。助成事業、合唱団、ボーイス

カウト、伊東高校定時制などへの助成金の再検討。本来、体で奉

仕のワイズの理念も今の世の中、活動すればそれなりの金は必要

となります。収入減は支出減を考えて予算編成する事と成るでし

ょう。あと一つ重要な問題は、ワイズとして成すべき義務と責任

感がそれぞれメンバーに重い負担となってくる。我がクラブソン

グにある「いつもワイワイたのしいワイズメン」が逆スパイラル

の方向に陥る危険があること。こういった悪影響への打開策とし

て、どうしたら良いのかクラブ全員で検討する必要があると思い

ます。何と言っても今回のセミナーのテーマどうしたら会員増強

出来るのか色々な意見が出ましたなかには、クラブ独自の人をひ

きつける入会案内を作って欲しいとの意見も出ましたが、そんな

魔法の案内を誰か考えていただきたいと思いました。期末のたい

へん忙しい折、ワイズを思う１５名のメンバーの参加、誠に有難

うございました。 

＊＊＊ ５月８日 第３５７回例会予告 ＊＊＊ 

 受 付 原 昭三君  ワイズの信条 梅原敬二君 

  〃   飯田 進君  食前の感謝 榎本 博君 

 ビジター 泉 忠明君  卓 話  

 司 会 塩谷 浩君  私のコーナー 山田 誠君 

 開会の言葉 佐竹幹雄君  閉会の言葉 石川 騰君 

他クラブ訪問記録  ＊下田クラブ（３月１５日・水曜日）  ３人  小川幸一君、原  充君、山田 誠君 

＊御殿場クラブ２０周年（３月１８日）１０名  末吉逸男君、野村慶和君、牛田俊夫君、久保田康正君、山田 誠君、

                       稲葉富士憲君、梅原敬二君、堀口正作君、田辺寛司君、原 充君 

＊富士宮クラブ１０周年（３月２８日） ９名  末吉逸男君、野村慶和君、佐野 淳君、久保田康正君、山田 誠君、

                       稲葉富士憲君、堀口正作君、田辺寛司君、原  充君 

＊会長宅 〒413-0232 伊東市八幡野１１２７－３４＊ 
 ＴＥＬ：<０５５７> ５４－１６６９ ＦＡＸ：５４－１６３９

＊会報委員会 佐藤・鈴木(芳)・泉・戸田・山田＊ 
 委員長ＴＥＬ：<0557> ４４－１５１２ (Ｆ)４５－０３８８ 

 


